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構造改革への取り組みを踏まえた特別損失の計上に関するお知らせ 

   

 

当社は、構造改革への取り組みを踏まえ、2025 年 10 月 10 日開催の当社取締役会において、以下のとおり、

特別損失を計上することについて決定いたしましたためお知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１． 内容及び理由 

当社は現在、事業構造、財務構造及び経営基盤等の抜本的構造改革を基本方針とする中期経営計画

（2026年８月期～2028年８月期）を策定中ですが、今後の事業においては特にキャッシュ・フロー及び

ROIを重視する考えであります。これを踏まえた結果、添付資料「構造改革への取り組みと状況」に記載し

た経営施策を推進するとともに、新規事業「美肌ナビ」については、リリース時期の後ろ倒しに伴い収益

時期において当初計画とずれが生じていること、並びに現状の当社財務状況およびリソース配分を踏まえ、

より高いリターンを目指すべく、一時的に推進速度を緩やかにする判断をし、ソフトウェア 114百万円の

減損損失を行い、特別損失を計上することを決定しました。 

なお、「美肌ナビ」については、今後の技術的な進展や市場動向、パートナーシップの可能性などを総合

的に評価した上で、最適な方向性を判断してまいります。 

 

２． 業績に与える影響 

本日公表の「2025年８月期決算短信〔日本基準〕（連結）」に反映しております。 

 

３． その他 

当社の業績等に関する詳細な情報は 2025年 10月 10日付で開示する「2025年８月期 決算短信」に記載

しております。これらに関して開示すべき事項が生じた際は速やかにおしらせいたします。なお、中期経

営計画（2026年８月期～2028年８月期）についても、策定次第速やかにお知らせいたします。 

 

以上 
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2025年8月期決算補足説明資料

△ 323

△ 356

業績予想と実績の差異について
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 2025年8月期は、業績予想を下回る着地となった。

 新規コンテンツ制作体制の構築に時間を要したことが主因だが、春から月1本の制作体制に辿りついた。

また、業務提携等が順調に進んだことで効果の発現に先立ち費用が先行した。

1,893 

1,873 

売上高予想

実績

2025年8月期

△ 449

△ 508

事業上の要因 背景
実績への影響 反映

時期売上高 営業利益 純利益

コンテンツ

数の不足

制作のペースがやや鈍化

3Q決算時に

業績予想へ

反映(7/4)

コンテンツ品質の向上を図り春から

改善

新規事業

の対応

業務提携に向けた費用先行、セ

キュリティ対応、データマネジメント対

応

生成AI対応の研究開発

構造改革

に伴う特損

美肌ナビの開始時期の見直しによる

減損

通期決算に

反映(今回)

期初予想との差異について主な要因と背景

最大の要因は、拡大する占いユーザーを獲得するためのコンテンツ
の企画及び制作ペース。次点で、業務提携が順調に進み、導線拡大
など新規効果の発現に先立ち費用が先行したこと。

営業利益予想

実績

当期純利益予想

実績

構造改革に伴う

特別損失の計上等

△114百万円

費用の見積りが

保守的だった影響

＋30百万円
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マーケティング

施策
業務提携

情報技術

の活用

占い事業（デジタルコンテンツ）

デジタルコンテンツ事業はコンスタントにキャッシュフローを生んでおり、導線の拡

大とSNS・インフエンサーマーケティング施策によって利益寄与する。また、コラボ

レーションによる寄与も大きいと見込む。

占い事業（OnetoOne）
電話占い、チャット占いなど、OnetoOneの価値はカウンセリングやコーチングと

いったライフスタイルニーズを的確に捉えており、今後も成長分野としてROIを重

視する。

データ・テクノロジー事業
生成AI利用の研究開発を継続し、導線拡大とコンテンツ制作及び運用での

効果を狙う。占いデータ価値を活かす施策は業務提携を通じてまず発揮。

選択と集中の状況
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 占いサービスの市場規模は1000億円を突破。成長市場との認識。

 当社は、ミレニアル世代のライフスタイル変化を背景に、SNS・インフルエンサーマーケティングを強化する。

 また、上場企業で唯一の占い専業企業としての信頼性を活かし、アド・EC・エンタメ・金融等の分野でトップライ

ンに寄与する業務提携を推進する。周辺サービスが第二の収益源になる可能性。

テクノロジーの発達と

占い市場の拡大

という機会

従来

SNS・インフルエンサーマーケティング、

上場企業としての信頼性を活用

今後

確立された導線からの送客に、占い
コンテンツを充て、課金収入を得る
Web1.0型ビジネスモデル

■キャッシュフローの重視

CF

重視

ROI

重視

■事業別の戦略設計
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データ・テクノロジー事業のポテンシャル
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 占い・心理診断データは、パーソラナイズすることでデータマーケティングの価値を生み出す

占い・心理診断の強みは、生年月日や悩み、興味において嘘のデータが入力されない事。ユーザーの心理的・好みの傾向などか

ら、生成AIを活用したクリエイティブ生成により、再訪率／クリック率／開封率／購入率を向上させることに着手

他社事例では占いロジックを活用したデータマーケティングでDM開封率が大幅に上昇

タイプサンプル個性／好みと悩み
ユーザーにあった

企画の提供

占い・診断データ 男女各自タイプに分ける タイプ別に企画

性格 一見理屈っぽいが直観力に優れている

特性 新しくて面白いと感じることが重要

興味 スキンケア／敏感肌、シミ

運勢 〇月～〇月の恋愛運アップ

悩み 片思いの人がいる

性格的な傾向

感情的な特性

悩んでいる事

運勢
ラッキーアクション

（購買）

ダイレクト・メール

パーソライズされた

広告クリエイティブ

お薦め商品の提案

特集企画

興味を持っている事
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SNSマーケティングの速報：YouTubeでのオリジナル番組配信を開始
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■本番組の内容と特徴

恋に不器用なインフルエンサーたちが東伊豆の自然の中で“本当の恋”

を探す3日間。

専属占い師が相性・運命・恋のタイミングを占い、波の揺らぎや

星空の下で恋の葛藤と芽生えをリアルに描く恋愛リアリティショー。

占い×恋愛リアリティショー

通常６カ月程度かかると言われている登録者数

1000人を超える初動

再生回数は１週間で18,000回を超えており、１か月以内に登録者数1000人突破を想定

第三者のリアルな体験談が重視される「占い」＝インフルエンサーマーケティングとの相性◎
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株主優待と資本市場との信頼関係構築
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 当社では2024年8月期から株主優待を導入しております。

 株主の皆様に感謝の意を表すとともに、資本市場との信頼関係構築の手段の一つとして株主優待を位置付

けております。

 今後も資本市場との信頼関係構築に努め、キャッシュフロー重視の経営に向けて構造改革を推進いたします。

◼ 対象となる株主様

毎年8月31日現在で株主名簿に記載されている株主様のう

ち100株（単元株）以上を保有されている株主様

◼ 優待の内容

100株(単元株)：

デジタルギフト 4,000円相当

100株(単元株)以上かつ１年以上継続保有：

デジタルギフト 5,000円相当

株主優待制度投資と業績のタイミングの考え方

構造改革による赤字縮小
株主優待費用:1.1億円

株主優待の継続とCF創出

◼ 構造改革は収益効果が比較的早い業務提携等を優先的に取組み

◼ キャッシュフローを重視した経営施策を優先し、早期の黒字化を図る

営業赤字の縮小
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2026年8月期業績予想について
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構造改革に伴う費用及び効果についての整理
①美肌ナビの時期見直しによる影響

・ 開発費用が当期減少

・ 収益計上時期がずれ

・ 生成AIを開発利用で費用削減の期待あり

②CF重視、ROI重視の施策による影響

・ SNS/Youtube制作費が上期に増加

・ 占い師プロデュースの促進効果

・ 占いコンテンツへの導線とバイラル効果

・ 広告費はYoutube番組のリリース時に集中して投下するなど、

費用対効果を高めるコントロール

・ 業務提携による導線拡大が年明け以降に寄与

いずれも大幅な収益効果はまだ織り込まない。

 OnetoOneの順調な伸び、デジコンが制作体制改善とROIを重視したマーケティングにより復調を見込む。

 生成AIにより制作の生産性向上が出始めていること、業務提携による大幅な収益効果まだ織り込まない。

2026年8月期業績予想の要因
・占い事業からのキャッシュフロー創出を最大化すべく、選択と集中を実行

・SNS/Youtube制作費用が増えるが、その他の費用節減を図る

1,873 

159 
60 

51 20 2,163 

25/8月期

売上高

デジコン OnetoOne 新規施策

効果

きゃらデン 26/8月期

売上高

▲ 323

72

30

▲ 50

▲ 23 ▲ 294

25/8月期

営業損失

増収効果 家賃等

費用削減

制作費

増加

新規施策

費用

26/8月期

営業損失

効果発現と支出のタイミングの考え方
・開発費用を抑制、構造改革費用は26/8-27/8に支出

・下期以降に改革効果が寄与

・効果発現が早い施策を優先的に実行する計画

25/8月期 26/8月期 27/8月期 28/8月期

25/8 26/8 27/8 28/8

開発 改革

効果
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